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【1面】△定例市会

41議案可決八今年

度重点施策△一般

会計予算6億5千4

百万円△特別会計

予算8千UlTi円

【2面】△乙議案解

説△安全都市宣言

△狂犬病予防注射

△成人者755名△

消防士募集

△火気にご用心

3
月
の
人
口
の
勣
き

出生男46女58計84

死亡〃22〃15・y57

転入・・51〃53〃104

転出〃764・40〃116

　

t！t帯9．286

人口45．548
男21．797
女23．751

市立幼稚園、農政審議会設置など

定例市議会41議案を可決

　

新年度の市政の

大綱をきめる定例

市議会は、5月12

日から開かれ、57

年度一般会計予算

案、市税賦課倣収

条例の改正．幼稚

園設置条例、農政

審議会設置など41

議案と、昭和35年

度決算の認定につ

いて17日間にわたって慎重な審議が続

けられ、28日それぞれ可決されました

なお議決事項は二面に掲載しました。

　

（写真は施政方針を述べる市長）

今年度の重点施策

　

3月12日開会された定例市農会で仮

広市長は本年度の施政の方針として、

懸案事項の実現と継続事業の完成にあ

たる決意をのべ、その重点的施策とし

て次の5点を明らかに上しました、、

（I）越美北線と電源開発事業

　　

を促進

　

市産業開発の基盤である越美北線の

全線開通と、九頭竜水系の電源開発事

業を積極的に促進し、当市産業界の活

発な発展をはかる。

③継続事業の完成

　

市政推進の基盤となるべき庁舎の建

設、し尿処理場の建設、尚徳中学校（

旧東部中学校）の建設などの完成に尽

くす。

（i）災害復旧の早期完成

　

昨年は相次ぐ災害で、総額2億1千

550余万円の巨額に。のぼる被害を受け

ましたが。57年度は復旧2年度に当り

復旧費は農林、土木合せて5千800万円

であり、54、55年度

災害の残事業850余

万円と合せ鋭意この

完成に努め、早期完

全復旧実現のため各

関係方面に強かこ要

請する。

④第2次建設計画の策定と

　　

実現

　

諸般の情勢の進展にともない、新ら

しい発展の転機にある当市をさりこ飛

躍発展せしめ、社会・厚生・福祉・衛生・

文化・体育関係施設の充実と農林、商

工業の径営の近代化と、所得の向上を

はかるべく総合的な建設計画を策定し

一日も早くその実現に移すよう。全力

を尽くす。

④市民税の軽減

　

市の財政は必ずしも楽観を許さない

事情にはありますが、税制度の一部を

改正して、所得割の税率の引き下げと

扶養親族控除額の引き上げをおこない

実質的に昨年に比べて1千万円の税負

担の軽減をおこなう。

　

これら5つの重要施策を実現するた

め、財源の確保をはヵ叶消費的経費は

最少限に。おさえ、建設的事業を重点的

にとり上げて予算を編成しました。

昭和37年度一般会計予算

総額6億5千4百69万円

　

昭和57年度当初予算は、％年度に比

鮫して、1億7千668万円増で、市制以

来最も大規模な予算となりました。こ

れは災害の早期復旧と庁舎、し尿処理

場、尚徳中学校（旧東部中学校）など

の継続事業の完成をはじめ、市発展の

基盤となる都市計画事業や教育施設の

充実、商工業や農林業の振興対策が重

点にとりあげられたためです。

　

財源面では消費的経費を極力節減し

て、投資的経費に振りあてられていま

す。

　　　

（歳入）

1．市税2億286万8千円

　

おもなものは市民悦の6千％4万5千

円、固定資産税の9千778万9千円、電

気ガヌ。たばこ消費税の2千850万円で

す。

2、地方交付税1億円

3、公営企業・財産収入490万7千円

　

これは市営住宅の貸付料と市有財産

の売払い代金です。

4、分担金55万1千円

　

これは保育所の保育料とRI子寮入居

者の負担金です。

5、使用料・手数料54S万2千500円

　

これは火葬場や、ことし完成するし

尿処理場、幼稚園などの使用料145万5

千100円、戸籍謄本・抄本をはじめ諸証

明、人工授聊、予防注射などの手数料

599万9千400円です。

6、国庫支出金8千214万7千円

　

おもなものは生活保護費など福祉関

係、拠出制国民年金の交付金などの国

庫負担金2千609万円と、土木・教育●

衛生関係費の補助金5千547万円などで

す。

7、県支出金2千695万2千900円

　

これは社会および労働施設費の県負

担金と、各種補助金です。

8、寄付金3千855万4千円

　

これは尚徳中学校建設費の地元立替

をはじめ、道路改修・災害復旧などの

地元負担金です、

9、雑収入5千56万600円

　

おもなものは国民年金証紙売払い代

金です。

10．繰越金2千万円

11、市債1億2千270万円

　

これは庁舎、し尿処理場、尚徳中学

校、保育所の建設費をはじめ、農林土

木関係の災害復旧費にあてるための借

入れ金です。

　

歳入合計6億5千469万3千円

　　　

（歳出）

1、議会費1千61万1千円

2、市役所費1億6千584万円

　

おもなものは。人件費の6千989刀円

と庁舎建設費8千900万円です

3、消防費1千553万8千円

4、土木費8千749万1千円

　

これは前年度より5千205万4千円が

増額されました。おもなものは、道路

や盾の新設と補修費の1千841万円をは

じめ、国鉄駅前広場の舗装、駅東線、

木il】線などの都市計画費の2千26万6

千円、災害復旧費の4千万円、除雪用

フ’／レトザーの借料道路補修用の小型ダ

ンプカーの購入費などです。

5、教育費8千167万円

　

これは、尚徳中学校第5期工事1千15

6万円、下庄中学校、若生子小学校の

給食設備294万円をはじめ、教育諸施

設の充実強化のための費用5千150万円

阪谷、上庄にに幼稚園を設置するため

に100万円、公民舘費795万、社会教育

費、169万、体育振興費110万円などで

本年度より5千554万円の増となってい

ます。

6、社会・労働施設費4千939万2千円

　

これは、生活保護費の2千456万円を

はじめとする、福祉関係費と、保育所

費505万円、国民年金事務費の450万円

失業対策費の579万円と、ことし新ら

しく保育所を建設するための費用504

万5千円です。

7、保険衛生費4千663万円

　

これは、し尿処理場建設第2期工事

および運営費3．419万円、環境衛生面

の整備強化のためにごみ収集車の購入

下水路の改修、簡易水道設置補助金な

ど900万円、結核予防、伝染病予防な

どの予防衛生費539万円であります。

8、産業経済費1億2千397万5千円

　

イ、商工費5千252万円

　

これは、商工業の振興をはかるため

の経費、4千717万1千円と、亀山公園

の整備、スキー場の幣備など観光事業

費の452万5千円です。

　

ロ、農業費4千608万6千円

　

病虫害の空中防除費951万5千円をは

じめ農業構造改善事業費340万円、酪

農振興、牧野造成、農産物流通改善対

策費など農業経鳶改善対策費260万8千

円と、土地改良事業、耕地災害復旧費

など、2千541万円、農業委員会費の

591万1千円です。

　

ハ、農場費872万4千円

　

これは、水稲、園芸などの諸試作費

100万、畜産費54万円、実験室移転費

150万円などであります。

　

ニ、林業費1千664万5千円

　

これは、林道開設のための費用、林

道。橋の維持費と災害復旧費の1千228

万4千円をはじめ市有林造成費の262万

8千円、造林補助など林業振興費の159

万5千円です。

9、財廠費106万2千円

　

これは市有財産の管理費用です。

10、統計調査費34万円

　

農林水産統計調をなど、各種統計調

査員の報酬が主なものです。

11、選挙費158万4千円

　

これは、参議員、市長、市会議員選

挙の費用です。

12、公債費3千620万7千円

　

これは、市債の元利償還と一時借人

金の利子です。

13、諸支出金3千335万3千円

　

これは、事務嘱託員、納税組合関係

などの負担金と特別会計への繰出、金等

です。

14、予備費100万円

　

歳出合計6億5千469万3千円

特別会計予算

8千777万1千円

国民健康保険会計5千829万5千円

直営診療所会計409万9千円

簡易水道会計2□万5千円

土地区画整理事業会計

　　　　　　　　　　　

1T876万8千円

就学奨励事業会計18万円

児童厚生事業会計1万7千円

苗畑事業会計529万4千円

公団分収造林事業会計106万7千円

新議長に野尻源氏

副議長に安間政雄氏を選任

　

5月市顧会の最終日128日）に、上

程された41議案を可決された後、中山

利夫議長、土屋栄副議長が辞任されま

したので、後任議長に野尻源氏（66）

副叢員に安間政雄氏（62）がそれぞれ

満場一致で選任されました。（写真左

は野尻源議長、右は安間政雄副議長）

清掃夫を募集

　

市内の清掃行政を強化すーるため次の

とおり清掃夫を募集します

I．募集人員

　

4名（うち1名は大型自動車運転免許

　

を持つ者）

2．資格

　

40歳未満の身心といこ強健な男子、

　

学歴は問いません。

3．業務内容市内のごみ収集

4．給料

　

月額8．000円以上、他に手当を支給

5．申込期限4月1日～4月15日

6．申込場所市役所内総務課

（緑の羽根の募金にご協力）

　　

4月1日～30日
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〔議案説明〕

市民税の税率引き下げなど
ム市税の賦課徴収条例の一部改正につ

　

いて

　

改正されたおもな点は次のとおり。

1．これまで合算課税であった山林所得

　

退職所得が分離課悦となったこと。

2．青色刄従者には800円、白色専従者

　

には500円の税額、雀除が新らしくで

　

きたこと。

3．これまで任意であった市民税の申告

　

が、申占力峻に義務づけられたこと

4．市民税の税率糾0．3パーセンiヽ引き

　

下げられたこと。悦庫は次のとおり

　　

5万円以Fの金額百分の乙7

　　

5万円を・超える金額百分の5．2

　

10万円を超える金額百分の4．2

　

15万円を趙える金額応分の5，2

　

20万円を超える金額百分の5．7

　

25万円を超える金額百分の6．7

　

50万円を超える金額百分の7．2

　

40万円を超える金額白゛分の7．7

　

60万円を超える金額百分の8．7

　

70万円を超える金額百分の9．7

　

j00万円を超える金額百分の10．0

5．これまで3CO川であった扶養控除、

　

障害者・老年者控除が400円に引き上

　

げられたことです。

一簡易水道事業会計の追加更正予算に

　

ついて

　

宋本簡汗水道の災害復旧。費としてj2

町3千円が追加され、予算総甜293万6

千円となりました。

△基本財産の報告について

　

37年2月末現在て、ほ子家庭生律就

≒パンツφ条資金は255万5千539円、兄

童乍徒厚Ξ事業資金は24巧7千675円で

す。

二一般会計一時借入金について

　

37年度の貪金繰り；こあてるため、1

億円以内を日歩2銭4厘以内で大蔵省、

郵欧省、銀行。大野沢用金厦から一時

借り入れる

こ特別会計の一時借入金について

　

国民健康保険、駅東区画整理事業の

資金繰りとして1千万円以内を一般会

計と同じ方法で一時借入れをする。

△市職員の定数条例の一部改正にっい

　

て

　

こんどの地方税法の改正によって税

務事移量の増加と、庁舎、し尿処理場

の建設、汚物処理施設の拡充などにと

もな5新肌採用、臨時の道路手、給食

婦を職員定数にくり入れるため、市長

事恟局の職員を38・6超して、244？5と

し、教育委図会事務局の職員を20名増

して1046となりました。

△特別職7）職員で非常勤のものの報酬

　

および費用弁償に関する条例の一部

　

改正について

　

選挙管理委員会、農業委員会など各

禰委員会の必丿員の報酬を日額、委員長

会長は800円、委員は700円と決まり

ました。ただし議会選出の委員は400円

公民館運営審議会委員は300円です。

△市職員の退職手当に関する条例のー

　

部改正について

　

こんどの恩給法の改正によって市職

員の退職手当の制度が、国家公務員に

準じて改正されました。

△国民健康保険税条例の一部改正につ

　

いて

　

所得割の課税標準を、市民税の規定

による総所得・山林所得・退職所得の合

計額とする

乙清掃条例の一部改正について

　

ごみ収集の機変を充友するために、

ごみ収集丁数料が次のように改められ

ましたっ

①清掃于数料

1．毎日一定量以Lのごみを排出する業

　

者には年額600円以上

2建築その他の理由で一時的に多量の

　

ごλを排出する場をは、人型自蛸車

　

1乱こついて6こO円、小型レ勺につい

　

て300円、s，

3．イハネコなどの屍体一頭に・ミ八ヽて

　

100円の乎数料をそれぞれ徴収する

②くみ取りでF数吋

　

し尿のくみ取りミJ1数料るj一一おけり6

リツしレ）につき32円を泌、収する。

③卜込み手数料

　

汚物処理を命じられた者が、市の施

設または市が指定する場所に運搬、ま

たは処理する場合、普通荷車～50円、

小型貨物自動車～150円、大型～300円

　

（それぞれ1台につき）

ム市営火葬場使用条例の一部改正にっ

　

いて

　

4月1日から死毫、流産児および胎盤

丿個にっいて300円の火罫料を吸収。

二火災予防条例の制定について

　

消リj法の改正によって、人災于にに

関して一段と強化されたので、これま

での条例を屁止、新たにこまかく規定

されました。

△大野市幼稚園の設置および保育料の

　

徴収条例の制定に、ついて

　

こんど新らしく伏石、稲聡に巾立幼

准i司が設置されることになりました。

この幼稚園の入園資格は小学校入学前

1年の児童で、定数は伏石が40名、稲

郷が80名です。ほ育料は毎月400円、

入園料3GO円です。

△起債および償還方法について

　

次の事業賞にあてるため、簡。易保険

局、財務部および農協から起債をする

ことになりました。

1．簡易保険局から都巾計画事業費とし

　

て】00万円、尚徳中学校建設費とし

　

て490万円、有終中学校増築費とし

　

て100万円

2．財務部からし尿処理場の建設費とし

　

て600万円

3．上申農協から、上庄中学校址築費と

　

して60万円。富田農協から、尚徳巾

　

学校建設費として650刀円

企継続費の年期および支出方法につい

　

て

　

市庁舎建設費として37年度に6千万

円を支出する計画が、8千400万円に変

更されました。

△市立病院建設審議会委員の任命につ

　

いて

　

前任者の任期満了により次の206の

方が任命されました。

ン巌会代表1C為

　

石田政治、帰山静、林達也。円部小

　

衣衛門、稲津忠右衛門、安土義雄、

　

砂子貞吉、杉川三助、土屋栄、加藤

　

鴇次郎、

△医師会代表4名

　

尾崎清治、臼井泰蔵、岩治勇一、松

　

川彦冶

乙学識経験者6名

　

森島開造、鮎川正、松島清、出正雄

　

僑本祝男、大野保健所長

△人権擁護委員の選任について

　

昨年なくなられた松田庄一氏の後任

に富島の棟伺高氏（71）が人権休護委

員；こ選任されました。

∧市農政審議会の制定について

　

盤業の近代化と農業行政の円ぶ化を

はかるため、市長の諮門機関として市

議会、農業委員会、農業団体、学識経

験者など20名が重要事項を調杏審議す

ることになりました。

△予算外義務負担について

　

龍朗礪、横枕橋など10ヵ所の災害復

IHを促進するため、999万9千974円の

予算外義弼負担をします。

∴昭和36年、37年度追加更正予算

　

これは36年度で施行できなかった事

業繰越し分です。

△阪谷中学校校舎の転用について

　

4月1日から統合される阪谷中学校校

沓を同小学校に転用、実質はこれまで

と変りません。

生命の尊服と産

業の伸展を願い

゛安全都市宣言，

　

近年、産

業経済の成

長と生活文

化の向上は

めざましい

ものがある

が、半面産

業災；吃々

通事故、学校および家庭における災害

火災の発生などは年々増える傾向にあ

る。

　

総き開発事業町友恥こともなう巾円

産業界の画期的進展は、さらに。各種災

害を誘発することが予測されるので、

われわれは市民の生命4重と、産業文

化の伸展を図る理念のもとに、進んで

各種災害を防止するための全。市民的な

運助を展開して、市民の安全g識の高

揚をはかる必要性を痛感するものであ

る。

　

よつてわれわれは、本市における各

界安全組織の有機的連携のもとに、市

民生属のあらゆる面において安全を確

保し、明るい住みよい都市の建設を目

指して、ここに人野市を「安全都市－¶

とすることを宣言する。

　　

昭和37年5月28日

　　　　　　　　

大野市

（写真は神明区に安置された交通安全

地蔵）

狂犬病予防注射
▼日時及び場所

4月5日小山地区

　　　　　

小山出張所9～11時

　

5日乾飼地区

　　　　　

乾側出張所1～5時

　

6日下庄地区

　　　　　

下心出張所9～3時半

　

7日庄林分校前9～11時

　

9日寫田地区

　　　　　

中休農以前9～l1時

　　　　　

海田出張所1～5時半

　

10日大野地区

　　　　　

大野保健所9～4時

　

j】日恥日大野貨物前】～4時

　

12日阪谷地区

　　　　　

松丸分校前9～10時

　　　　　

阪谷出張所1時半～2時

　　　　　

六呂師小学校前5～4時

　

11r日上庄地区

　　　　　

吉分校前9～11時

　　　　　

上心出張所1～4時

　

16日五機地区

　　　　　

五箇出張所9時半～11時

　　　　　

上打彼農協前1～3時

　

17日大野地区

　　　　　

大野市役所1～4時

▼j数料

　

畜犬登録手数料300円

　

注射済票交付手数料30円

　

注射于数料150円

　

台計480円

成人者は755名

馳aM・い決意表明

　

若人755名の前途を祝福する市の

成人式は、3月15日有終中学校講堂で

肖日の出席者450？1と囃賓多数を迎え

て洛んこおこなわれました。

　

森広巾長から記念品が贈られたあと

臼井市教育委員長から「今後皆さんの

進まれるj石は多事多難でありますが、

いかなる困難にも打ち勝ち、常に世の

中のzレー・レに従って義務をまっとうし

希望を持って生き抜かれたい」と激励

があり。成人者を代表して土蔵好典君

はE私たち若人は。あくまでも正しい

社会を打ち立てるための原動力になら

ねばならないと堅く決心しております

jと答えました。

　

このあと記念講演、感想文「成人式

を迎えて」の発表がおこなわれました

尾は、婦人会、青年団のもてなしの料

理で舌つづみを打ちながら、婦人会・

青年学級・幼稚剛の方々による余興を

楽しみ、阪人式に。ふさわしいなごやか

な門出の一日をすごしました。

　　

（写真は答辞をのべる土蔵さん）

消防士募集
1。募集人員4？5

2．資格

　

イ、18歳～25歳未満で心身ともに強

　　

健（身長j60センチ、体重52キロ

　　

視力O●7以上）で巾″街地に居住で

　　

き・る者

　

ロ、高校卒業

　　

程度の学力

　　

を有する者

3．受け付期間

　

4月1日～15日

　

まで

4．試験

　

4月23日

　

筆記試験（国

　

語、杜会、理

　

科、作文）

5．申し込み

　

市消防署、な

お詳細は消防署へ問い合わせてくだ

さい。

「ごみ」について

　

の作文募集

　

巾では下記要領により作文を募t↓5し

ております。数多くご応・募ください。

∴内容

　

市民の「ごみ」処理に対する認識を

　

深めさせ、市團地の美化に役立つよ

　

うなもの。

△応募資格

　

特別清掃地区の小中学生（有終西、

　

褐小学校、有終中学校、下庄小、中

　

学校）

∴枚数

　

中学生400字詰原稿用紙5枚以内

　

小学生同じく3枚は内

△賞

　

金賞2名小中各1名

　

銀賞2？5小中各1名

　

銅賞4名小中各2名

　

参加賞60名程度

∴締切4月20日

立送り先

　

人野市役所保険衛生課内

　　　

作文採集係あて

小さい火の気が

大火のもと。／

　

これからは空気が乾いて強ト風が吹

く季節です。また暖くなって家をるす

にしたり、自然と火気の取扱いにも不

注意になりがちです。小さな火の気が

大火のもとですから、各家庭が次のこ

とに気をつけましよう。

①家の中をいつも整理、整とんしてお

　

きましよう。

（i）油脂類の取扱いには、とくに気をつ

　

け、貯蔵は安全な所へ。

③電気製品の使用には正しい知識をも

　

ちましよう。

④卜所などの用材には、できる限り不

燃性の材料をとり入れましよう。

　

なお4月1ロからフロまで、毎日作前10

時と午後10時の2回、火の用むを呼び

かけるーリーイレンが見りますっ

キャッチフレーズ募集

　

大野市防火脇力会では一役市民の防

犬思想の普及高揚と消防予防行政の推

進をはかるため火災予にに関するキャ

ッチフレーズを募集しています．

①締切は昭和37年4月15日

②区分は「成人向」「学生向」7子供

　

向」にする

③1人5旬川内、官製はがきで

④送り先は大野市消防署あて

⑧内容は新鮮な表現で日常生活にとけ

　

こみわかり易く、できるだけ短かな

　

もの

⑥賞金賞状

　

イ．特選I篇2．000円

　

ロ．入選2篇1篇に付き1，000円

　

ハ．佳作3篇記念品

以上はいずれも福井新聞社より賞状と

記念・・タル、防火協力会より賞状が贈

られます．（大野市消防署、福井新聞

杜後援）
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